
 
ニュース

携帯サイトです。ブック
マークに登録を！

連絡先
　　〒899-4301　鹿児島県霧島市国分重久2105-1
　　　　　TEL/FAX　0995-45-7800
　　　　　http://www.synapse.ne.jp/~aunion/krijidouren-index.htm

Ｎｏ．１８

２０１０年４月２５日

 

　児童クラブ（学童保育）指導員を志望する方や現

在携わっている方（概ね２年）を対象に、指導員の

仕事に携わる上で理解しておいてほしい基本的・基

礎的事項について学習する、第３回新年度を控えて

の指導員研修会には、県内から30クラブ約70名の指

導員の参加がありました。遠くは、奄美大島からの

参加がありました。

　

　基調講演では、鹿児島子どもセンターの黒川久美

さんから、『かごしま子ども白書』から子育てに関

わる中で、子どもたちの育ちの背景から見えてくる

親たちのことについて問題提起をいただきました。

気にかかる子ども、親へ寄り添いながら一緒に思い

を共有することの大切さを改めて考えさせられまし

た。

　子どもたちの「居場所」としの学童保育、そして

子育てに悩む親への思いを共感を持って寄り添うこ

とができる学童でありたいし、指導員として関わる

ことが必要なのではないでしょうか。

　講座を踏まえての小グループに分かれての交流で

は、日頃抱えているか課題や問題を出し合い悩み等

を共有することできたのではないでしょうか。4時

間という研修時間が足りないほどでした。

２－②

今　問われている　子ども理解 　子どもをどう理解し、どう向き合うか ?

○「気になる」姿・行動を通して、子どもは何を訴えているのか。　

　行動の背後にある、そうせざるを得ない子どもの思いや葛藤、理由を

探り、本当の願いをとらえようとすること。＝子どもの内面に目を向け

ること。

◎認めてほしい、無条件に愛してほしい、ありのままの自分を受け止め

てほしいという切実な願い

 
幼い子どもの保育・子育てから見える　子どもたちと親たちの今を考える

第3回新年度を控えての指導員研修会(2010年3月14日)

２－①
今、問われている子ども理解
「気になる子ども」が増えている?
▼1990年代後半頃から?　　
　落ち着きのない子、会話が成立
せず一方通行、「死ね」など乱暴
な言葉、友だちとの関係がうまく
つくれない子、気に入らないこと
があると些細なことでパニック、
攻撃的、大人ののぞむ「よい子」
を演じる、自分の非を認めたがら
ない、甘え下手、保育者にベタベ
タ甘える・・・

第4回県連絡会総会

　　＆ 第2回かごしま学童保育シンポジウムの開催　

○ と　き　　２０１０年６月１３日(日) ・総　会11:00～

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・シンポ13:00～

○ ところ　　姶良市「加治木町福祉センター」
　　　　　  　（姶良市加治木町本町393 TEL 0995-63-2080）

○ 参加費　　無　料
　鹿児島県内においては、２００９年５月１日現在、３８市町
村で２９１の学童保育が運営されてきています。運営形態も保
育園が設置者であったり、保護者が運営委員会を立ち上げて運
営している児童クラブであったりと様々です。
　４年目を迎える県連絡協議会では、「かごしまの学童保育」
について、保護者、設置者、指導員、行政、関係者とともに考
え合い、子どもたちのためによりよい学童保育をつくっていく
ため、第二回「かごしま学童保育シンポジウム」を開催いたし
ます。保護者と指導員、行政担当者の方々と一緒に学童保育の
いろんなことを学び合う場になればとの思いをもっています。
　たくさんの保護者と指導員、学童関係者のみなさんの参加を
お待ちしています。
□ 基調講演
○講　師：真　田　　祐（さなだ・ゆたか）さん
　　　　　　　　　　　　（全国学童保育連絡協議会）
○演　題：「ますます期待される学童保育の課題と展望
　　　～保護者・指導員・行政の協力で、安全・安心な学童保育を～

 

 
　対象年齢は異なりますが保育園と同じような役割・目的
を持つ学童保育は、１９９７年に児童福祉法に位置づけられ
て１０年が経ったものの、未だに公的責任があいまいであり
、最低基準もなく、財政措置も不十分などのことがあり、
十分に整備されていない現状があります。
　国や自治体の公的な責任で条件整備を図り「働く親を持
つ子どもたちに安全で安心な毎日の生活を保障する」学童
保育が、必要とする子どもたちすべてに保障されることが
必要です。特に、「生活の場」としての専用施設（室）
の確保と、学童保育指導員が責任を持って子どもたちに安
全で安心できる生活を保障できるようにするための労働条
件や勤務体制の改善などは、条件整備の根幹として抜本
的な改善が必要です。
　そこで、鹿児島での学童保育の成り立ちと現状がどうな
っているか、また市町村における子育て支援施策内容等の
実情を把握し、すべての子どもが安心で安全な社会で健
やかに育つ権利を保障するための環境整備の一助とするた
めの「かごしま『学童白書』づくり」アンケートです。
　各学童での取り組みをよろしくお願いします。

 
鹿児島県白書づくり（実施状況調査）のお願い




